
大阪教育大学の
（51cm望遠鏡の）
これまでと現状

松本桂（大阪教育大）

サマリ
➢ 観測装置は健在・稼働中
➢ 運用の自由度はとても高い
➢ 夜間のマンパワーが低下中



大阪教育大学の観測環境

•柏原キャンパスの構内
（奈良県との県境）
• 山の中

• 岡山ほどではないが瀬戸
内気候区で天気は良い
（夏でも雷雨は少ない）

• 1994年3月に口径51cmの
反射式望遠鏡とCCDカメラ
を設置

• その後、27年間にわたり
稼働中



大阪教育大学の観測装置

• 口径51cm反射式望遠鏡
• メンテナンスを継続し、現在も順調に稼働中

• 保守的な設計思想のため、リモート化まであと
もうちょっとのところで難航
• 鏡筒カバーの開閉

• ドームの制御

• CCDカメラ STXL-6303E（４代目）
• B, V, Rc, Ic, stromgren y, clear
• FoV～ 15’x10’
• 結露しない！（やっとまともなカメラになった感）

• CCDカメラ ST-10XME（バックアップ）
• B, V, Rc, Ic, Hα, Hβ, OIII, clear
• FoV～ 10’x7’ http://galaxy.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/observatory.html

https://diffractionlimited.com/product/stxl-6303/



柏原キャンパスの50cm望遠鏡
（国立天文台三鷹の公開用
望遠鏡はこれと同型の妹機）

最近やっと離れた部屋
から操作が可能になった

明るい照明＆エアコン



大阪教育大学のこれまで

• 可視測光観測でできるサイエンスなら
なんでもやる方針
• ちょっと古いが天文月報98巻567ページ
（2005）に紹介記事があります

• 27年間の査読論文数：75
• 矮新星：31
• AGN：24
• 超新星：8
• X線連星：4
• 新星：3
• Be星：2
• AGB星：1
• 新星状変光星：1
• 超軟X線源：1

• その他、卒論のための観測天体多数

• SSHなどの中学・高校生観測実習
http://galaxy.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/publication.html



兵庫県立大学天文科学センター紀要 vol.2, p29 (2014)



研究室ゼミ合宿＠西はりま天文台

藤井大地氏提供

福江純氏提供

最近は創作活動室を使うことが多い



大阪教育大学のこれまで

• 可視測光観測でできるサイエンスなら
なんでもやる方針

• 27年間の査読論文数：75

• その他、卒論のための観測天体多数

• SSHなどの中学・高校生観測実習

• 一般向け観望会（眼視モード）

• 51cm望遠鏡が業界へ輩出した人材
• 進学以上：8名？
• 学芸員：10名以上
• 天文企業：2名
• （学校教員が圧倒的多数の中で健闘？）

• この現状は維持したい



大阪教育大学の状況

•大学院の廃止（インパクト大）
• 院生のいない天文台運用

• 学部生の「研究」に対する意識・姿勢

•教員養成フラッグシップ大学？構想
• 教員採用試験のみが目標（学生気質の明らかな変化）

•福江純さんの定年退職
• 観測に関与しない学生が増加の可能性

• これまではなんとなく卒論テーマで学生が住み分けできていた

• 来年度の4回生が9人もいてどうしよう・・・



大教大がこの先生きのこるには

• 文科省から大学の役割の明確化の要求

• 大教大の場合・・・「教育＝学校教育」に急速に傾斜中

– 受験生向けの宣伝でも「教員養成・採用」にかなりの重み
（各研究室の専門性は前面に出にくくなった）

• 教員養成課程の学生の変化（多様性の喪失）

– 教師をめざすオンリーの意識

– 卒論でなんとなく天文研を選択⇔帰属意識低下

– 現状は院生の存在でもっている（なんとかしないと）

• このままでは「大阪教員養成専門学校」か？

• 現在の活動が将来も維持できるかは不透明



大阪教育大学の運用形態

• 「大学構内にあって，使いたいときにいつでも使えて
時間制限なしという特徴」

天文月報98巻567頁（2005）から引用

•望遠鏡時間や施設管理は松本のフル裁量
• 大学からの制約は一切なし（良くも悪くもノータッチ）
• なにをするにもひとり（学生のサポートも期待できない）

•卒論テーマの弾をたくさん確保する傾向
• 可視測光観測でできることならなんでも手を出す
（論文化されるかどうかは結果論でも構わない）

• 教育的な観点から、失敗しても許される



大阪教育大学の現状

• 観測装置は健在・稼働中
• メンテナンスは定期的にできている
• リモート観測できるようにしたいけど難航

• 運用の自由度はとても高い
• 望遠鏡時間の制約は事実上皆無

• 結果的にものにならないかもしれない試行的・挑戦的
（けど科学的にリーズナブルで卒論になる）観測が可能

• 夜間のマンパワーが低下中
• 現在の4回生は1週間に2～3日出勤
• 現在の3回生が壊滅的
• あとは松本ひとりで不足分をカバー、しんどい


